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学
院
大
学
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
情
報
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
を
改
組
し
経
営
情
報
学
部
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
平
成
22
年
度
は
、
三
番
町
校
舎
１
号
館
の
全

面
的
な
改
修
な
ど
キ
ャ
ン
パ
ス
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

図
り
、
平
成
23
年
度
に
は
、
現
代
生
活
学
部
の
２
学

科
（
現
代
家
政
学
科
と
健
康
栄
養
学
科
）
が
千
代
田

三
番
町
に
移
っ
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
中
学

校
・
高
等
学
校
・
大
学
が
揃
っ
た
学
院
の
コ
ア
が
、

千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
作
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
Ｋ
Ｖ
Ａ
精
神
に
根
ざ
し
た
本
学
院
87
年
の
伝

統
を
引
き
継
ぎ
、
よ
り
広
い
学
生
・
生
徒
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
学
院
に
発
展
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
改
革
は
、
私
た
ち
の
学
院
全
体
の
将
来
を

見
据
え
た
決
断
で
あ
り
、
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
来
年
度
の
学
生
募
集
は
最
終
段
階
に

入
っ
て
い
ま
す
。
卒
直
に
申
し
て
、
学
校
・
学
部
・

学
科
に
よ
り
入
試
状
況
に
は
偏
り
が
あ
り
ま
す
が
、

学
術
学
生
交
流
協
定
を
結
ん
だ
中
国
の
大
学
か
ら
初

め
て
の
編
入
学
生
を
迎
え
る
と
い
う
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
常
に
教
育
内
容
・
方
法
に
改
善
を

加
え
つ
つ
、
魅
力
あ
る
学
院
づ
く
り
、
学
生
・
生
徒

で
賑
わ
う
活
気
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
に
努
め
て

参
り
ま
す
。Ｋ
Ｖ
Ａ
ル
ネ
サ
ン
ス
を
進
め
る
な
か
、
本

年
を
我
が
学
院
、
飛
躍
の
年
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
学
生
・
生
徒
、
同
窓
生
、
教
職
員
の
皆
様

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
是
非
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

以
上
を
も
っ
て
、
年
頭
の
所
感
と
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
新
学
期
か
ら
東
京
家
政
学
院
大
学

及
び
筑
波
学
院
大
学
で
新
し
い
学
部
が
発
足
し

ま
す
。

　

東
京
家
政
学
院
大
学
に
お
い
て
は
、
家
政
学

部
、
人
文
学
部
及
び
短
期
大
学
を
発
展
的
に
統

合
・
再
編
し
現

代
生
活
学
部
と

し
て
５
学
科
を

開
設
し
、
筑
波

　

ひ
な
祭
り
や
端
午
の
節
句
・
七
夕
、
今
で
も
祝
わ
れ
て
い
る
節
句

だ
が
、
江
戸
時
代
で
は
五
節
句
と
い
わ
れ
、
幕
府
の
公
式
行
事
で
あ
っ

た
。

　

大
江
文
庫
に
は
年
中
行
事
に
関
し
た
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
が
、

今
回
は
「
豊
歳
五
節
句
ノ
遊
」
と
い
う
歌
川
国
貞(

三
代
豊
国)

画

の
五
枚
揃
い
の
錦
絵
を
紹
介
す
る
。

　　

○
人
日
の
節
句
（
一
月
七
日
）

　

七
種
粥
を
食
べ
、
邪
気
を
は
ら
い
、
一
年
の
無
病
息
災
を
願
っ
た
。

　

絵
に
は
羽
子
板
や
凧
が
み
ら
れ
る
。

　　　

○
上
巳
の
節
句
（
三
月
三
日
）

　　

昔
は
人
形
に
け
が
れ
を
移
し
て
、
川
に
流
し
た
り
し
て
い
た
が
、

江
戸
時
代
に
は
雛
人
形
を
飾
り
、
女
児
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
を
願

う
行
事
に
な
っ
た
。

　

絵
に
は
桃
の
花
や
雛
人
形
が
み
ら
れ
る
。

　

　

○
端
午
の
節
句
（
五
月
五
日
）

　　

薬
草
を
摘
ん
だ
り
、
菖
蒲
酒
を
飲
ん
だ
り
し
て
い
た
が
、「
菖
蒲
」

が
「
尚
武
」
に
通
じ
る
と
言
う
こ
と
で
、
男
子
の
立
身
出
世
を
祈
り
、

鯉
の
ぼ
り
や
武
者
人
形
を
飾
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

絵
に
は
金
太
郎
の
人
形
や
鯉
の
ぼ
り
が
み
ら
れ
る
。

　　　

○
七
夕
の
節
句
（
七
月
七
日
）

　　

も
と
は
中
国
に
由
来
し
、
牽
牛
星
と
織
女
星
の
星
祭
の
伝
説
と

乞
巧
奠
と
い
う
女
子
が
手
芸
の
上
達
を
願
う
行
事
か
ら
き
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　

絵
で
は
笹
に
短
冊
を
く
く
り
つ
け
て
い
る
姿
が
み
ら
れ
る
。

　　　

○
重
陽
の
節
句
（
九
月
九
日
）

　　

中
国
の
思
想
に
お
い
て
九
は
め
で
た
い
数
字
で
、
そ
れ
が
重
な
る

九
月
九
日
を
大
変
め
で
た
い
日
と
し
て
い
た
。

　

邪
気
を
払
い
、
長
寿
を
祈
り
、
菊
を
飾
っ
た
り
菊
酒
を
飲
ん
だ
り

し
た
。

　

絵
に
は
菊
の
花
を
摘
む
姿
が
み
ら
れ
る
。

　　　

く
ず
し
字
を
読
む
こ
と
は
難
し
い
が
、
絵
か
ら
そ
の
風
俗
を
読
み

取
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
是
非
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　

前
号
の
学
院
だ
よ
り
第
１
２
４
号
の
記
事
に
お

い
て
入
試
日
程
の
一
部
に
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
７
「
平
成
22
年
度
入
試
日
程
東
京
家
政
学
院
大

学
・
大
学
院
」
入
試
日
程
の
試
験
日
（
Ｃ
日
程
）

　
（
誤
）
平
成
22
年
２
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　

←

　
（
正
）
平
成
22
年
３
月
16
日
（
火
）

東
京
家
政
学
院
大
学
附
属
図
書
館

○
お
詫
び
と
訂
正
○

年　

頭　

所　

感

平成 22 年度入試日程　東京家政学院大学・大学院

ほ
う
ね
ん

じ
ん
じ
つ

な
な
く
さ

じ
ょ
う
し

し
ち
せ
き

き
つ
こ
う
で
ん

ち
ょ
う
よ
う

し
ょ
う
ぶ

一般入試一般入試
センター試験利用入試センター試験利用入試

Ｋ
Ｖ
Ａ
ル
ネ
サ
ン
ス
飛
翔
の
年
に
し
よ
う

学
校
法
人
東
京
家
政
学
院　

理
事
長　

山
口
孝

平成 22 年度入試日程　筑波学院大学

平成 22 年度入試日程　東京家政学院中学校・高等学校

五　

節　

句

五　

節　

句

―

江
戸
の
年
中
行
事

江
戸
の
年
中
行
事―

＊　窓口受付は町田キャンパス入試広報課窓口に限る。
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東
京
家
政
学
院
短
期
大
学
で
は
、
平
成
21
年
度

の
客
員
教
授
特
別
授
業
を
３
講
座
実
施
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
は
、６
月
11
日
（
木
）
に
渡
辺
亘
先
生
（
銀

座
ハ
ゲ
天
会
長
）
に
よ
る
「
天
ぷ
ら
、
あ
れ
こ
れ
」

と
題
し
た
特
別
授
業
で
、
こ
の
授
業
が
先
生
の
調

理
実
習
特
別
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
た

40
年
に
わ
た
る
本
学
で
の
最
終
の
授
業
と
な
り
ま

し
た
。　

　

第
２
回
は
、10
月
15
日(

木
）
に
田
村
隆
先
生
（
つ

き
ぢ
田
村
三
代
目
当
主
）に
よ
る「
料
理
は
段
取
り
」

と
題
し
た
特
別
授
業
で
、
先
生
の
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
の
楽
し
い
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
３
回
は
、
11
月
６
日
（
金
）
に
元
光
塩
会
会

長
で
料
理
研
究
家
の
城
戸
崎
愛
先
生
に
よ
る
「
お

総
菜
、
今
昔
、
味
の
十
字
路
」
と
題
し
た
特
別
授

業
で
し
た
。
先
生
は
、「
世
の
た
め
人
の
た
め
に
な

る
よ
う
」「
謙
虚
な
態
度
で
」
生
き
な
さ
い
と
、
創

立
者
大
江
ス
ミ
先
生
か
ら
の
教
え
を
在
学
生
に
伝

え
ら
れ
、
最
後
に
「D o  m

y best

」
の
言
葉
で
短

大
最
後
の
特
別
授
業
を
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、
文
化
の
日
、
東
京
家
政
学
院
大
学
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
、
よ
く
晴
れ
た
ま
ぶ
し
い

日
ざ
し
に
南
仏
プ
ロ
バ
ン
ス
風
の
街
並
み
が
映
え
る

三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
多
摩
南
大
沢
の
４
０
０

組
を
軽
く
超
え
る
家
族
連
れ
の
喝
采
を
受
け
ま
し
た
。

　

毎
年
の
卒
業
制
作
発
表
会
に
加
え
て
、
３
年
連
続

で
八
王
子
学
生
天
国
の
目
玉
と
し
て
、
ま
た
町
田
市

産
業
祭
な
ど
で
多
く
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
本
学
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
は
、
今

回
は
「
さ
ら
に
地
域
の
方
々
と
よ
り
密
接
な
活
動
を

目
指
す
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
」
の
誕
生
記
念
イ
ベ
ン

ト
第
１
弾
と
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
パ
ー

ク
と
も
い
え
る
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
に
堂
々
の
進

出
を
果
た
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
も
生
活
デ
ザ
イ
ン
学

科
誕
生
イ
ベ
ン
ト
に
ふ
さ
わ
し
く
「Succession

〜

未
来
に
つ
な
ぐ
〜
」
と
し
て
、衣
装
デ
ザ
イ
ン
・
制
作
、

シ
ョ
ー
の
構
成
・
演
出
・
運
営
、
さ
ら
に
モ
デ
ル
に

い
た
る
ま
で
す
べ
て
本
学
の
学
生
に
よ
る
手
作
り
。

伝
統
と
実
績
の
東
京
家
政
学
院
大
学
の
あ
ら
た
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
模
様
は
八
王
子
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
11

月
５
日（
木
）の
定
時
ニ
ュ
ー
ス
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
学
生
36
名
と
引
率
教
員
２
名
で
す
。

　

研
修
で
は
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
、
ル
ー
ブ
ル
美

術
館
、ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
な
ど
を
訪
れ
、
フ
ラ
ン
ス

の
歴
史
、
建
築
お
よ
び
美
術
に
対
す
る
理
解
を
深
め

ま
し
た
。
ま
た
、
伝
統
文
化
を
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、

近
代
建
築
の
巨
匠
コ
ル
ビ
ジ
ェ
の
建
造
物
も
見
学
し

て
い
ま
す
。
更
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
が
政
府
の
支
援

を
受
け
て
開
い
て
い
る
ブ
テ
ィ
ッ
ク
で
、
作
業
を
身

近
に
見
せ
て
も
ら
う
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
に
圧

倒
さ
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
に
い
て
は
知
る
こ
と
の

で
き
な
い
日
常
の
営
み
に
直
に
触
れ
た
こ
と
で
、
フ

ラ
ン
ス
を
身
近
に
感
じ
た
よ
う
で
す
。
初
め
て
日
本

を
外
か
ら
眺
め
、
そ
の
良
さ
に
気
づ
い
た
学
生
も
多

く
、
実
り
あ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
の
海
外
研
修
は
、「
フ
ラ
ン
ス
の
衣
食

住
を
学
ぶ
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
９
月
２
日
か
ら

９
日
の
間
、
パ
リ
お
よ
び
近
郊
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

健
康
栄
養
学
科
設
立
記
念
セ
ミ
ナ
ー
「
管
理
栄
養

士
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
」
が
10
月
10
日
（
土
）

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
大
江
ス
ミ
記
念
ホ
ー
ル
）
で
開

催
さ
れ
、
宗
像
伸
子
光
塩
会
会
長
に
よ
る
基
調
講
演

「
今
、社
会
が
求
め
る
管
理
栄
養
士
と
は
何
か
」
の
後
、

４
名
の
卒
業
生
、
梶
忍
さ
ん(

世
田
谷
区)

、
篠
宮
真

理
さ
ん（
順
天
堂
東
京
江
東
高
齢
者
医
療
セ
ン
タ
ー
）、

吉
野
知
子
さ
ん
（
社
会
福
祉
法
人
同
胞
互
助
会
）、
望

月
ひ
と
み
さ
ん((

株)

中
央
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス)

か
ら
、

ご
活
躍
の
様
子
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
難
問
解
決
へ
の
努

力
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
現
場
に
活
か
す
方
法
を

伺
い
ま
し
た
。
多
数
の
在
校
生
も
参
加
し
、
先
輩
か

ら
後
輩
へ
の
エ
ー
ル
を
頂
き
ま
し
た
。

　

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
誕
生
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
八
王

子
の
『
食
』
と
『
器
』
を
楽
し
む
」
は
、Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
の

11
月
14
日
（
土
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
陶
芸
家
渡
辺

伸
郎
先
生
に
よ
る
講
演
、
八
王
子
み
な
み
野
の
土
を

使
っ
て
焼
い
た
器
に
、
八
王
子
特
産
の
食
材
を
用
い

た
料
理
が
、
本
学
の
卒
業
生
で
あ
り
客
員
教
授
で
も

あ
る
料
理
研
究
家
城
戸
崎
愛
先
生
の
調
理
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
盛
り
つ
け
ら
れ
る
調
理
実

習
型
の
楽
し
い
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
間
福
祉
学
科
で
は
、
学
生
が
主
体
的
に
Ｐ
Ｒ

Ｏ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｅ
す
る
世
代
間
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
は

な
む
す
び
」
を
試
行
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
は

な
む
す
び
で
は
、
町
田
市
鶴
川
に
あ
る
カ
フ
ェ
レ

ス
ト
ラ
ン
を
お
借
り
し
、
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
、
２
月
か
ら
準
備
を
始
め
、
７
月
に
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
、
も
う
す
で
に
３
回
を
終
え

ま
し
た
。

　

地
域
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
大
学
生
や
高
齢
者

の
お
孫
さ
ん
が
ひ
と
つ
に
集
い
、
餃
子
を
一
緒
に

作
っ
た
り
、
ま
た
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
っ
た

り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
後
半
で
は
、

ち
ょ
っ
と
心
が
和
む
福
祉
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
く
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
組

の
中
か
ら
『
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩
む
大
学
』

の
あ
り
方
を
考
え
る
契
機
に
な
れ
ば
あ
り
が
た
い

と
思
い
ま
す
。

　本学バレーボール部（関東学連６部）は、10 月 31 日に行わ
れた「入替戦」（５部７位・６部２位）において、お茶の水女子
大学と対戦し、３セットを連取して勝利を収め、来春には「５部」
に昇格することが決まりました。

　9 月 27 日（日）に国際交流センター主催の「留学生のための
芸術文化鑑賞会」が行われました。当日は、留学生 22 名、引率
教員 2 名の計 24 名で山梨県に赴き、様々な種類のぶどう狩り体
験や武田信玄公の隠し湯として戦国時代より親しまれている温

折り紙クリスマスモール作り

生活デザイン学科誕生記念セミナー
真ん中が城戸崎先生

ヴェルサイユ宮殿にて

ファッションショーはつめかけた多くの家族
連れの喝采を受けました

八王子テレメディア「ディリー八王子」の画面から

泉館にて食事をいただきました。日本の歴史を学び、秋の味覚
を堪能した 1日でした。

　11 月 14 日・15 日、町田キャンパスでＫＶＡ祭が開催されま
した。中庭ステージでの催し、模擬店、教室展示、ファッショ
ンショー、お笑いなどが行われ、大勢の来場者でにぎわいました。
また、14 日には光塩会奨学金の授与式が行われ、宗像伸子光塩
会会長から６名の学生に奨学金が授与されました。

　平成 21年 10月 13日（火）から 11月 20日（金）にかけて、

生活文化博物館にて特別展が開催されました。

　私たちの暮らしの中にはモノが満ちあふれています。その中に

は日常の何気ないモノであっても貴重な思い出につながるその人

だけのかけがえのない価値をもつモノがあります。今回はモノで

はなく、そのモノに込められた心の記録の展示を試みました。

　本学の学生・卒業生や教職員、地域の方々などに広く公募をした

結果、107名の方々から118点のモノが集まりました。また、応募

者のうち希望された方には展示作業もお手伝いいただきました。

　お陰様で好評を博し、多数の方々にご来館いただいたうえ、｢思

い出｣に対して共感や懐しさを感じたとの感想を多くいただきま

した。
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ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
で

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

客
員
教
授
特
別
授
業
（
短
期
大
学
）

世
代
間
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
は
な
む
す
び
」

海
外
研
修
（
フ
ラ
ン
ス
）
実
施

10
・
11
月
セ
ミ
ナ
ー
開
催

平成 21 年度第 21 回特別展
「ハートフル・ミュージアム―思い出のひと品」

バレーボール部　５部に躍進

留学生のための芸術文化鑑賞会

第 46 回ＫＶＡ祭
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平
成
21
年
10
月
24
日
・
25
日
に
第
19
回
Ｋ
Ｖ
Ａ

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
共
学
５
年
目
を
迎
え
る

本
年
、
新
た
な
気
持
ち
で
自
分
た
ち
の
伝
統
を
見

直
し
、
築
い
て
い
こ
う
と
、「N

ew
 Sensation

〜

心
も
空
もSunny

で
さ
わ
ぎ
つ
く
せ
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

来
場
者
数
は
三
千
人
近
く
に
達
し
、
つ
き
ぢ
田

村
三
代
目
の
田
村
隆
氏
講
演
会
、
県
内
で
一
定
の

ス
テ
ー
タ
ス
を
得
た
第
４
回
Ｋ
Ｖ
Ａ
杯
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
大
会
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
：
ス
ピ
ー
ド
ワ
ゴ

ン
を
は
じ
め
と
し
た
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　9 月 27 日、つくば市国際会議場において日本環境共生学会の
2009 年度学術大会が開かれ、同大会の特別企画である「eco ス
ペシャルセッション」のコンビナーを、南極について書いた
「Antarctica」（Springer 社）や「水環境と人間」（日本大学総合
科学研究所）の著書もある本学の松岡東香講師が務めました。
林武司氏（秋田大学准教授）による特別講演「地球の今を理解
しよう」に続き、石田賢氏（日本サムスン顧問）、島袋典子氏（つ
くばインキュベーションラボ代表取締役）、トーマス・ジェラー

ド氏（コミュニケーションプロフェッ
ショナルズ代表取締役）らによるパネ
ルディスカッションが催され、環境イ
ノベーションの創出可能性について熱
い議論が交わされました。

　野球部は、全員がすべての試合に参加する小さな部ですが、初の
公式戦にもかかわらず５割の勝率を達成したなど極めて満足する結
果となりました。メンバーは元気な声で下級生を好リードした根本
佑治捕手とムードメーカーとなった郡司宏幸一塁手ら 4 年生から 1
年生までの 11 選手、そしてマネージャーの飯塚ありえさん（3年）、
牧野奈津美（3 年）さんです。特に、マネージャーはスコアブック
への記入、試合のビデオ撮影、野球連盟の事務業務などをこなす大
活躍でした。

コンテスト準備

まつりつくば踊り

野球部メンバー
コーディネーターの松岡講師

Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
開
催
さ
れ
る

　

毎
年
恒
例
の
留
学
生
文
化
研
修
旅
行
が
11
月
14

日
（
土
）
に
行
わ
れ
、
留
学
生
・
教
職
員
等
21
名

が
成
田
山
新
勝
寺
と
房
総
の
む
ら
（
印
旛
郡
栄
町
）

を
訪
れ
ま
し
た
。
成
田
山
新
勝
寺
で
は
、
任
天
門
・

三
重
塔
等
建
造
物
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
も

と
見
学
し
ま
し
た
。
房
総
の
む
ら
で
は
、
江
戸
時

代
後
期
か
ら
明
治
時
代
前
期
に
お
け
る
街
並
み
の

中
で
、
紙
ひ
き
や
土
器
づ
く
り
の
実
演
等
を
見
学

し
、
千
代
紙
ろ
う
そ
く
の
製
作
を
体
験
し
て
、
日

本
の
歴
史
・
文
化
に
触
れ
る
事
が
で
き
た
研
修
旅

行
と
な
り
ま
し
た
。

　

筑
波
学
院
大
学
で
は
、
９
月
26
日
（
土
）
に
第

６
回
保
護
者
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
全
学
年
の
保

護
者
を
対
象
に
、
全
体
会
で
の
学
長
挨
拶
、
就
職

委
員
長
の
就
職
に
関
す
る
お
願
い
と
現
状
の
話
、

外
部
よ
り
株
式
会
社
デ
ィ
ス
コ
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
キ
ャ

ピ
タ
ル
研
究
所
シ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
高
野

裕
氏
を
招
い
て
の
就
職
講
演
が
あ
り
、
そ
の
後
担

任
と
の
個
別
面
談
に
移
り
ま
し
た
。
高
野
氏
の
講

演
は
保
護
者
に
も
好
評
で
、
今
回
土
曜
日
の
午
後

に
保
護
者
会
を
実
施
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
特

に
遠
方
か
ら
来
ら
れ
る
保
護
者
か
ら
は
時
間
に
余

裕
が
あ
り
よ
か
っ
た
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。
大

学
で
の
様
子
や
就
職
へ
の
関
心
が
高
く
、
今
後
も

よ
り
充
実
し
た
保
護
者
会
を
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

筑
波
学
院
大
学
の
「
平
成
21
年
度
ま
つ
り
つ
く

ば
」
へ
の
参
加
は
８
月
29
日
に
行
わ
れ
、
学
生
33

人
が
元
気
一
杯
大
通
り
で
本
学
の
踊
り
を
披
露
し

ま
し
た
。
こ
の
踊
り
は
、
つ
く
ば
市
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
で
本
学
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

今
年
で
８
回
目
。
今
年
も
学
友
会
が
中
心
に
な
り
、

半
年
が
か
り
で
練
習
し
て
き
た
「
東
京
ラ
プ
ソ

デ
ィ
」
に
あ
わ
せ
、
約
三
千
人
の
観
客
を
前
に
見

事
な
踊
り
を
見
せ
ま
し
た
。「
ま
つ
り
つ
く
ば
」
に

学
校
単
位
で
参
加
し
て
い
る
の
は
筑
波
学
院
大
学

だ
け
で
そ
の
努
力
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

筑
波
学
院
大
学
の
秋
季
公
開
講
座
は
６
講
座
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
講
座
名
は
「
講
義
＆
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
映
画
」（
全

８
回　

ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ュ
ペ
教
授
）、「
ド
イ
ツ
ワ

イ
ン
講
座
」（
全
１
回　

大
島
愼
子
教
授
）、「
マ
イ

ク
ロ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
入
門
」（
全
１
回　

高
藤
清
美

准
教
授
）、「
英
文
学
を
楽
し
む
」（
全
２
回　

波
多

野
葉
子
教
授
）、「
日
本
語
教
育
入
門
」（
全
４
回　

金
久
保
紀
子
准
教
授
）。
前
期
に
は
こ
れ
と
は
別
に

８
つ
の
講
座
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
費

用
が
安
く
、
た
め
に
な
る
と
好
評
で
講
座
に
よ
っ

て
は
抽
選
で
受
講
者
を
選
ぶ
も
の
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
学
の
「
企
業
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
社
会
人
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
平
成
21
年
度
大
学
改
革
推
進
等

補
助
金
、学
生
支
援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
、

学
生
の
就
職
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
社
会
人
基
礎
力
の
構
築

を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の
就
職
活
動

に
関
す
る
不
安
や
、
キ
ャ
リ
ア
設
定
の
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
専
属
の
ス
タ
ッ
フ
（
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
）
を
配
置
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の
強
化
を
行
っ

て
い
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
が
配
置

さ
れ
て
か
ら
ま
だ
２
ヶ
月
程
度
で
す
が
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
等
を
実
施
し
た
学
生
の
多
く
が
、
そ
の
場
で

次
回
の
予
約
を
取
っ
て
帰
る
好
評
ぶ
り
で
す
。

　

上
記
以
外
に
も
、従
来
の
就
職
支
援
講
座
に
加
え
、

早
期
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
設
定
を
目
的
と
し
た
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
講
座
、直
接
就
職
活
動
に
役
に
立
つ
講
座
、

資
格
取
得
支
援
等
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
学
生
一
人
ひ

と
り
に
合
わ
せ
た
、
き
め
細
か
い
支
援
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

留
学
生
研
修
旅
行
実
施

保
護
者
会
開
催

ま
つ
り
つ
く
ば
に
学
生
参
加

秋
季
公
開
講
座
紹
介

さ
ら
に
強
化
さ
れ
た
就
職
支
援

　
「
情
報
伝
達
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
教
育
」
へ
の
理

解
を
広
め
る
た
め
、
中
高
生
対
象
の
第
１
回
筑
波
学

院
大
学
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
０
９
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
エ
コ
バ
ッ
グ
」
で
、

近
隣
の
学
校
を
中
心
に
多
く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

学
内
審
査
で
選
出
さ
れ
た
入
賞
作
品
45
点
を
Ｋ
Ｖ
Ａ

祭
の
第
１
日
目
に
展
示
し
、
一
般
来
場
者
お
よ
び
在

学
生
に
よ
る
人
気
投
票
を
行
い
ま
し
た
。
投
票
は
２

９
８
票
に
も
の
ぼ
り
、
学
内
審
査
を
併
せ
て
７
点
の

上
位
賞
を
決
定
し
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
の
企
画
・

運
営
に
３
年
生
（
実
践
Ｃ
）
が
中
心
に
な
り
実
施
し
、

成
功
裏
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
よ

り
充
実
し
た
内
容
で
第
２
回
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
０
９

硬式野球部秋季リーグ戦にて活動開始 松岡講師が eco スペシャルセッションをオーガナイズ

社会人基礎力診断
テストの様子

留
学
生
旅
行-

房
総
の
む
ら-

Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
集
合
写
真

Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
模
擬
店
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九
月
七
日
、
常
磐
祭
第
一
部
体
育
祭
が
千
駄
ヶ
谷

に
あ
る
東
京
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

体
育
祭
は
徒
競
走
や
障
害
物
競
走
、
騎
馬
戦
、
ク

ラ
ス
対
抗
リ
レ
ー
な
ど
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

午
前
の
部
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
中
３
で
踊
る
「
み

の
り
」
で
、
稲
穂
が
風
に
揺
れ
る
様
子
を
見
事
に
表

現
し
、
お
昼
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
バ
ト
ン
部
、

ソ
ン
グ
部
、
吹
奏
楽
部
の
演
技
・
演
奏
で
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
大
の
見
所
は
体
育
祭
最
後
の
演
目
と

な
る
、
高
３
の
「
荒
城
の
月
〜
幻
想
〜
」
で
す
。
約

半
年
間
練
習
を
重
ね
、
こ
の
日
の
成
功
を
実
現
さ
せ

ま
し
た
。

　

準
備
、運
営
に
あ
た
っ
た
体
育
委
員
会
の
生
徒
は
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
輝
け
る
体
育
祭
を
見
事
に
創
り

あ
げ
ま
し
た
。
今
後
も
家
政
学
院
の
伝
統
を
受
け
継

い
で
、
心
の
こ
も
っ
た
体
育
祭
を
生
徒
の
手
で
創
り

続
け
て
欲
し
い
で
す
。

　

常
磐
祭
第
２
部
文
化
祭
が
10
月
11
日
、
12
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
度
の
テ
ー
マ「
舞
姫
」に
そ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
団
体
が
「
１
人
１
人
が
美

し
く
舞
い
、
踊
る
よ
う
な
文
化
祭
」
に
す
る
た
め
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
文
化
祭
直
前
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

に
よ
っ
て
、
学
級
閉
鎖
が
相
次
ぎ
、
実
行
委
員
を

中
心
に
厳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
何
と
か
完

成
さ
せ
た
文
化
祭
で
し
た
。

　

当
日
は
、
体
育
系
、
文
化
系
ク
ラ
ブ
の
発
表
や

展
示
、
高
校
生
に
よ
る
模
擬
店
で
の
販
売
と
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
２
日
間
で
し
た
。
生
徒
自
身
が

協
同
し
、
問
題
を
１
つ
１
つ
解
決
し
な
が
ら
完
成

さ
せ
た
文
化
祭
を
通
じ
て
、
生
徒
た
ち
の
成
長
を

実
感
で
き
る
貴
重
な
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
来
場
頂
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

クラブ大会報告 クラブ大会報告

常
磐
祭
報
告　

①
体
育
祭

　

進
路
指
導
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
る
『
進
学
相
談

会
』
が
、
今
年
度
も
十
月
末
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
高
校
生
を
対
象
に
し
て
東
京
家
政
学
院
大
学
・

筑
波
学
院
大
学
、
外
部
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校

の
個
別
相
談
を
受
け
な
が
ら
進
学
意
識
を
高
め
て
い
く

行
事
で
す
。従
来
は
、六
月
に
全
高
校
生
を
対
象
に
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
生
徒
達
の
志
望
進
路
が
多
様
化
し
て

い
る
現
状
で
は
、
生
徒
達
が
希
望
す
る
大
学
を
呼
ぶ
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
他
の

高
等
学
校
と
共
催
と
い
う
形
で
進
学
相
談
会
を
行
う
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
年
度
は
初
め
て
の

試
み
と
い
う
こ
と
で
実
施
に
至
り
ま
し
た
。（
対
象
は

高
一
・
二
の
み
）

　

当
日
は
、
東
京
家
政
学
院
大
学
・
筑
波
学
院
大
学
・

専
門
学
校
・
留
学
の
相
談
会
は
校
内
で
行
い
、
他
大
学
・

短
期
大
学
の
相
談
会
は
麹
町
の
東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

の
会
場
に
て
行
い
ま
し
た
。
あ
い
に
く
雨
と
な
り
、
移

動
と
待
機
場
所
等
の
問
題
は
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
校

内
で
実
施
す
る
よ
り
も
、
よ
り
多
く
の
大
学
の
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
他
校
の
生
徒
と
触
れ
る
こ

と
で
今
ま
で
以
上
に
刺
激
を
受
け
る
機
会
に
な
る
こ

と
、
難
関
大
学
の
情
報
を
得
ら
れ
る
こ
と
な
ど
充
実
し

た
機
会
に
な
っ
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
校
内

に
於
い
て
も
、
午
前
中
に
東
京
家
政
学
院
大
学
並
び
に

筑
波
学
院
大
学
の
模
擬
授
業
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、個
別
相
談
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

来
年
は
校
舎
改
築
の
為
、
講
堂
が
使
用
で
き
な
い
た

め
本
年
度
と
同
じ
よ
う
な
形
式
で
実
施
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
行
事
が
、
内
部
・
外
部

と
い
う
複
線
化
し
た
進
学
を
明
確
に
し
た
進
路
指
導
と

生
徒
募
集
に
役
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

11
月
７
日
、
中
学
受
験
生
を
対
象
に
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
受
験
が
間
近
に
せ

ま
っ
た
小
学
６
年
生
に
は
国
語
、
算
数
、
理
科
、

社
会
の
中
か
ら
教
科
を
ひ
と
つ
選
ん
で
い
た
だ
き
、

本
校
の
教
員
が
入
試
問
題
の
ポ
イ
ン
ト
を
授
業
形

式
で
解
説
し
ま
し
た
。
各
教
科
か
ら
出
題
傾
向
や

勉
強
方
法
な
ど
の
説
明
も
あ
り
、
受
験
生
に
と
っ

て
有
益
な
企
画
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
教
科
に

よ
っ
て
は
受
験
日
ま
で
の
課
題
も
出
て
い
ま
し
た
。

受
験
当
日
ま
で
し
っ
か
り
対
策
を
し
て
本
来
の
実

力
を
発
揮
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
小
学
５
年
生
、６
年
生
向
け
に
花
道
、料
理
、

技
術
家
庭
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
ま
し
た
。
家
政
学

院
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
企
画
の

目
的
で
す
。
本
校
の
中
学
一
年
生
は
総
合
の
時
間

を
利
用
し
て
花
道
を
学
び
ま
す
。
各
体
験
コ
ー
ス

と
も
女
子
校
ら
し
く
、
楽
し
ん
で
学
べ
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

未
来
の
家
政
学
院
の
生
徒
で
あ
る
受
験
生
た
ち

が
課
題
に
真
剣
に
取
り
組
む
姿
を
み
て
、
来
年
、

再
来
年
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
は
今
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ

た
新
し
い
企
画
で
は
あ
り
ま
す
が
、受
験
生
に
と
っ

て
よ
り
充
実
し
た
説
明
会
を
行
い
、
本
校
を
ご
理

解
い
た
だ
い
た
上
で
入
学
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校

進
学
相
談
会

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
実
施

②
文
化
祭

高校バドミントン部
　第一支部球技大会　女子団体　第３位
　東京都新人大会　東ブロック女子団体　第１位
高校ソングリーダー部
　第44回マーチングバンド・バトントワリング関東大会　金賞
　平成22年１月全国大会出場予定

中学バスケットボール部

　第一支部球技大会３位

　東京都中学校バスケットボール新人大会千代田区大会１位

　東京都中学校バスケットボール新人大会１１地区大会２位

　東京都中学校バスケットボール新人大会出場

中学バドミントン部
　千代田区新人大会
　　団体：優勝　
　　個人：シングルス優勝・準優勝
　東京都中学校バドミントン新人大会Ａブロック予選大会
　　団体：インフルエンザのため棄権
　　個人：シングルス優勝・準優勝
　東京都中学校バドミントン新人大会
　　個人：シングルス　ベスト16

中学吹奏楽部
　第49回　東京都中学校吹奏楽コンクール　　銀賞
高校吹奏楽部
　第49回　東京都高等学校吹奏楽コンクール　金賞

閉
会
式
の
様
子

体
育
祭
の
踊
り

模擬店の様子
文化祭の様子生徒によって飾り付けられた正門



住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

東
京
家
政
学
院
大
学　

工
芸
文
化
学
科
卒
業　

谷
川
智
香
子
（
旧
姓 

日
比
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

中
・
高
・
大
学
と
家
政
学
院
で
学
ん
だ

私
。
そ
の
後
の
方
向
を
決
め
た
き
っ
か
け

は
、
大
学
の
卒
業
研
究
で
お
世
話
に
な
っ

た
商
店
街
理
事
長
さ
ん
の
「
街
の
コ
ン
サ

ル
は
女
性
が
少
な
い
か
ら
頑
張
っ
て
み
た

ら
」
と
い
う
激
励
の
言
葉
。
卒
業
研
究
の

成
果
に
よ
り
卒
業
式
に
は
大
江
賞
を
受
賞

で
き
、
こ
れ
ら
を
活
か
し
て
社
会
還
元
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
ま
し
た
。

　

就
職
は
超
氷
河
期
に
当
り
、
ま
ず
一
般

事
務
で
総
務
・
人
事
の
仕
事
に
携
わ
り
、

３
年
目
に
勝
負
を
賭
け
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の

採
用
試
験
を
受
け
、
地
域
経
済
研
究
室
で

研
究
員
と
し
て
働
く
場
を
得
ま
し
た
。

　

結
婚
を
機
に
退
職
し
、
地
元
地
域
で
経

験
を
活
か
す
方
法
を
探
し
て
い
た
矢
先
、

文
京
区
広
報
課
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
の

公
募
を
見
付
け
早
速
行
動
。
行
政
情
報
グ

ル
ー
プ
に
属
し
、
議
論
し
た
問
題
・
改
善

点
・
提
案
を
年
度
末
に
報
告
書
の
形
で
ま

と
め
発
表
し
た
結
果
、
新
部
署
の
設
置
や

体
制
の
変
更
等
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

そ
の
実
績
に
よ
り
、
基
本
構
想
推
進
会

議
の
委
員
と
し
て
行
政
運
営
計
画
に
つ
い

て
意
見
す
る
場
に
参
加
す
る
事
と
な
っ
た

も
の
の
、
多
く
の
識
者
の
中
で
の
発
言
・

発
言
内
容
の
議
事
録
公
開
は
極
度
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
で
し
た
。
不
満
だ
け
で
は
問

題
解
決
に
な
ら
な
い
為
、
住
民
と
行
政
の

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
取
り

組
み
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
進
路
は
、Ｓ
Ｅ
や
研
究
機

関
を
相
手
に
す
る
商
社
員
、
大
学
院
進
学

等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
済
状
況
が
厳
し
い
中
、
学
生
に
は
辛

い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
時

に
あ
っ
て
こ
そ
大
江
ス
ミ
先
生
の
よ
う

に
、
得
た
経
験
や
知
識
を
最
大
限
活
か
し
、

常
に
目
標
に
向
か
っ
て
主
体
的
に
行
動
で

き
る
強
い
人
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

研
究
室
で
は
、
情
報
学
の
立
場
か
ら
、

対
象
と
な
る
情
報
の
「
メ
デ
ィ
ア
」
と
し

て
の
働
き
と
、
情
報
と
利
用
者
と
の
「
相

互
作
用
」
の
関
係
性
に
つ
い
て
着
目
し
た

研
究
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

研
究
室
の
学
生
た
ち
の
取
り
組
む
テ
ー

マ
を
少
し
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
現
実
の

空
間
と
Ｃ
Ｇ
空
間
と
を
融
合
さ
せ
て
現

実
空
間
の
情
報
補
強
を
す
る
研
究
、
テ

ク
ニ
カ
ル
分
析
に
も
と
づ
い
て
株
を
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
自
動
的
か
つ
安
定
し
て
取

引
す
る
研
究
、
利
用
者
の
評
判
や
興
味

に
応
じ
て
Ｗ
ｅ
ｂ
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
確
度

を
向
上
さ
せ
る
研
究
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
接
続
で
き
る
ユ
ビ
キ

タ
ス
環
境
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
、
外
界

の
位
置
情
報
を
取
り
込
ん
で
２
輪
で
立
ち

安
定
し
て
走
行
す
る
自
律
ロ
ボ
ッ
ト
制
御

の
研
究
と
扱
う
テ
ー
マ
は
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
一
貫
し
て
い
る
の
は
、
扱
う
情
報

を
決
め
、
観
測
し
て
、
分
析
し
、
支
援
策

を
考
え
、
シ
ス
テ
ム
開
発
し
、
表
現
し
て

み
る
。
そ
の
結
果
、出
来
上
が
っ
た「
モ
ノ
」

の
「
メ
デ
ィ
ア
」
と
し
て
の
役
割
、
人
や

ロ
ボ
ッ
ト
と
情
報
と
の
「
相
互
作
用
」
に

よ
っ
て
成
立
す
る
関
係
性
を
つ
ま
び
ら
か

に
説
明
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

扱
っ
た
対
象
を
情
報
と
し
て
理
解
す
る
こ

東
京
家
政
学
院
大
学
人
文
学
部
工
芸
文
化
学
科

卒
業
（
平
成
８
年
３
月
）

建
設
会
社
総
務
部
一
般
事
務
職
、
財
団
の
シ
ン

ク
タ
ン
ク
地
域
経
済
研
究
室
研
究
員
を
退
職
後
、

文
京
区
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
、
文
京
区
基
本

構
想
推
進
会
議
委
員
を
経
て
現
在
に
至
る

中
間
位
置
に
自
分
の
視
点
を
置
き
、
常
に

提
案
型
の
発
言
を
心
掛
け
、
事
業
内
容
の

改
善
、
新
た
な
試
み
へ
と
結
び
つ
け
ま
し

た
。
地
域
活
動
を
通
じ
、
年
代
や
活
躍
の

場
が
異
な
る
方
々
と
の
交
流
は
何
よ
り
大

き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。
あ
る
委
員
に

「
あ
な
た
一
体
何
者
？
」
と
聞
か
れ
「
た

だ
の
主
婦
で
す
」
と
答
え
る
と
納
得
い
か

な
い
顔
を
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
一
級
の

た
だ
の
主
婦
を
目
指
し
つ
つ
、
地
域
活
動

も
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

筑
波
学
院
大
学　

情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科

山
島
一
浩　

研
究
室

左から吉川君、山島先生、中村君、金君、島田さん

谷川智香子さん
（旧姓　日比）
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